第361回Zoological Conference
（第934回 生物科学セミナー）
日時：　7月　4日（水）　16:40-18:10
演者：　中鉢　淳　准教授　　　　　
（豊橋技術科学大学・エレクトロニクス先端融合研究所）

演題： オルガネラ化する昆虫細胞内共生細菌たち
昆虫の中には「菌細胞(bacteriocyte, mycetocyte)」とよばれる特殊な細胞を持ち、この中に、虫の生存に不可欠な相利共生細菌を収納している例がしばしば見られます。こうした細菌は、虫の親から子へと数千万年以上にわたって垂直感染を繰り返し、その過程でゲノムサイズが大幅に縮小するなど、オルガネラを想起させる特徴を持ちます。今回のセミナーでは、農業害虫としても名高いアブラムシやキジラミなどの菌細胞内共生系について、多数の未発表データを交えながらご紹介し、共生細菌から宿主昆虫への遺伝子水平転移など、共生系の存立基盤に関わる問題ついて考察するとともに、これらの系の応用利用の可能性についても議論します。
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